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【背景・目的】 

高血圧は世界的にも大きな問題となっており、高血圧のリスク因子として飲酒が知られている。

アルコールの代謝はアルデヒド脱水素酵素（ALDH2）遺伝子多型で規定されており、ALDH2 が低活

性、非活性の者ではアセトアルデヒドが蓄積し、顔面紅潮や動悸、息切れ、頭痛といったフラッ

シング反応が起こりやすいと言われている。 

これまで飲酒と高血圧との関連や飲酒と血圧値との関連をフラッシング反応または ALDH2 遺

伝子多型ごとに検討した結果はいくつかあるが、飲酒量と ALDH2 またはフラッシング反応が高

血圧有病率に対して交互作用を持つかを統計学的に検討した報告は少ない。 

そこで本研究は日本を代表する疫学調査のデータである NIPPON DATA2010 を用いてフラッシ

ング反応の有無別によるアルコール摂取量と高血圧との関連を検討することを目的とした。 
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【対象と方法】 

NIPPON DATA2010 参加者の 2891 名のうち、過去飲酒者、生涯非飲酒者等を除外した 2402 名を

解析対象とした。統計解析では、高血圧の有無を目的変数、飲酒量（0 合、0-1 合、1-2 合、2 合

以上（女性は 1合以上まで））、年齢、BMI(-18.49kg/m2,18.5-24.99kg/m2,25kg/m2以上)、喫煙状態

（現在喫煙、過去喫煙、未喫煙）、糖尿病既往歴（あり、なし）、高脂血症既往歴（あり、なし）

を説明変数として多重ロジスティック回帰分析を行った。また降圧薬の影響を除外し、飲酒と高

血圧との関連がフラッシング反応によって異なるか、降圧薬内服者では飲酒と血圧コントロール

状況がフラッシング反応によって異なるかを検討するためにサブ解析として降圧薬内服者、非内

服者に層別化した解析を行った。最終的にフラッシング反応の有無と飲酒量の積で求められる交

互作用項をモデルに含めて交互作用の p値を計算した。 

 

【結果】 

男性では、フラッシング反応の有無に関わらずアルコール摂取量が多いほど高血圧の有病率

が有意に上昇する傾向が認められた（傾向性のｐ値＜0.05）。またアルコール摂取量と高血圧

との関連に、フラッシング反応による有意な交互作用は認められなかった（交互作用のｐ値＝

0.360）。降圧薬非内服者に限定した場合は、フラッシング反応の有無に関わらず、アルコール

摂取量が多い群で高血圧有病率が有意に高かった（傾向性のｐ値＜0.05）。降圧薬内服者に限

定した場合の、特にフラッシング反応のある群で、アルコール摂取量が多いと高血圧有病率が

有意に上昇する傾向が認められた（傾向性のｐ値＜0.05）。フラッシング反応による有意な交

互作用は認められなかった（交互作用のｐ値＝0.481）。一方で女性では有意な関連は認められ

なかった。 

 

【結論】 

日本人男性においてフラッシング反応の有無に関わらず、アルコール摂取量と高血圧との間

に正の関連が認められた。以上からフラッシングの有無に関わらずアルコール摂取量の減少が

高血圧のリスク減少に貢献することが示唆された。 
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